
予算要求資料
平成28年度当初予算　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：園芸特産物対策費
	事業名　ぎふ花き販路拡大促進支援事業費補助金


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　農政部　農産園芸課　花き係　電話番号：058-272-1111（内2866 ）

　　　　　　　E-mail： c11423@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　2,320千円（前年度予算額：2,320千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	2,320
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,320

	要求額
	2,320
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,320

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　　商談会の開催及び出展を支援することにより、販路拡大に取り組む生産者を増加させ、県産花きの販売力強化を図るとともに、花き生産者の経営向上を図り、魅力ある花き産地を育成する。

（２）事業内容

　　○新たな販路拡大に取り組む生産者の育成
　　　・商談会開催及び出展支援
　　　・商談会で必要な商品提案、接客などの販売戦略研修会の開催
○産地をリードする先進的生産者の育成
      ・日本最大級の商談会であるギフトショーなどへの出展支援
・大規模展示商談会に参加するトップレベルの生産者が持つ商談ノウハウを産地で共有するための事業実施報告会開催
　　○市場ニーズを的確に把握した商品づくり

・市場ニーズを反映した商品づくりのための、商談会でのアンケート調査等の実施
（３）県負担・補助率の考え方

花き生産振興を図る上で、花き産地が最優先して取り組むべき最も重要な事業であり、生産者の意識を向上させるためには強い支援が必要である。
（４）類似事業の有無　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	補助金
	2,320
	ぎふ花き販路拡大促進支援事業費補助金

	合計
	2,320
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）国の状況

平成２６年６月２０日、花き産業及び花き文化の振興を図り、もって花き産業の健全な発展及び心豊かな国民生活の実現に寄与するため、「花きの振興に関する法律」が成立した。

（主な内容）

・農林水産大臣は、花き産業及び花き文化の振興に関する基本指針を策定

・都道府県は、花き産業及び花き文化の振興に関する計画を策定

・花き産業に関する施策

・花き文化に関する施策

県単独補助金事業評価調書
	□  新規要求事業

	■  継続要求事業


	補助事業名
	ぎふ花き販路拡大促進支援事業費補助金

	補助事業者（団体）
	花き生産者団体（農協及びその連合会、生産者組織、その他農業者の組織する団体）

	補助事業の概要
	（目的）全国のバイヤー等を招いた商談会の開催、大都市等の花き市場や業界が開催する商談会への出展などを通じて、販売の強化や新規需要開拓、流通・販売業界のニーズを把握した商品開発など、県産花きの販路拡大に向けた取り組みを支援する。

（内容）

（１）商談会の開催
・全国のバイヤー等を招き、商品開発に向けた情報交換、売り込みなどを行う商談会の開催

（２）花き市場や業界が行う商談会への出展

・新たな需要開拓や販売強化を目的とした、大都市の花き市場や業界などが行う商談会への出展

	補助率等
	定額・定率・その他（例：人件費相当額）
（　　１／２以内　）

	補助効果
	県産花きの販路拡大や競争力の強化

	終期の設定
	終期２７年度

（理由）花き消費の減退、単価の低迷が依然続き、県花き生産額が年々減少しているため、引き続き継続的な支援が必要である。


（事業目標）

	・終期までに何をどのような状態にしたいのか

個々の花き生産者の経営の安定を図るため、新たな需要開拓先を増やし、相対取引率を高める。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前

(H26年度末)
	目標

(H28年度末)
	目標

(終期)

	1 苗物、鉢物類における市場予約相対取引率
	30％
	33％
	50％

（H32年度）


	
	H24年度
	H25年度
	H26年度
	H27年度
	H28年度

（要求）

	補助金交付実績
	5,320千円
	5,292千円
	2,791千円
	(予算額)

2,320千円
	(要求額)

2,320千円

	指標①目標
	－
	－
	30％
	33％
	36％

	指標①実績
	－
	－
	30％
	(推計値)

33％
	(推計値)

36％

	指標①達成率
	－％
	－％
	100％
	(推計値)
100％
	(推計値)
100％


（前年度の成果）

	商談会における受注金額が増加した。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
大規模生産者の予約相対取引の額が増加する一方で、中小規模の花き生産者の予約相対取引額は伸び悩んでいる。


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

△
	花き消費の減退、単価の低迷が続いており、予約相対取引を通じて単価を維持し、販売数を確保することが必要である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている

△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○
	補助事業を活用した商談会において、需給金額が増加しており、効果が得られている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○
	事業は円滑に実施されており、効率的である。


（事業の見直し検討）

	補助事業を活用した商談会の受注金額は増えているが、消費の減退、単価の低迷が依然続いており、生産者の経営の安定を図るには予約相対の取引率を高めることが必要であることから、事業の継続を決定した。


（終期到来時の翌年度以降の事業方針）
	継続・削減・統合・廃止

（理由）

首都圏で開催する大規模な商談会には全国から出展があり、海外のバイヤーも参集するなど情報量が多いことから、出展の有益性が高いとの声が多い。

また、花き生産者団体が県内で主催する商談会では、取引量をさらに増やすためにも継続して支援してほしいとの要望があるため、引き続き事業を継続する必要がある。


